








津波避難施設位置図

津波避難タワーＪ

有効面積・収容人数423㎡・800人
デッキ高(想定浸水深) 7.1ｍ(4.4ｍ)

津波避難タワーＫ

有効面積・収容人数628㎡・1,200人
デッキ高(想定浸水深) 6.5ｍ(3.7ｍ)

津波避難タワーＬ

有効面積・収容人数419㎡・800人
デッキ高(想定浸水深) 6.3ｍ(3.6ｍ)

津波避難タワーＭ

有効面積・収容人数504㎡・1,000人
デッキ高(想定浸水深) 5.5ｍ(3.0ｍ)

津波避難タワーＯ

有効面積・収容人数426㎡・800人
デッキ高(想定浸水深) 8.1ｍ(3.0ｍ)

津波避難タワーＰ

有効面積・収容人数653㎡・1,300人
デッキ高(想定浸水深) 6.4ｍ(3.9ｍ)

津波避難タワーＲ

有効面積・収容人数413㎡・800人
デッキ高(想定浸水深) 4.0ｍ(2.2ｍ)
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4）避難所・福祉避難所
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【避難所】

□「避難所」とは、避難のための立ち退きを行った居住者、滞在者その他の者を避難のために必
要な間滞在させ、又は自ら居住の場所を確保することが困難な被災した住民その他の被災者を
一時的に滞在させるための施設をいう。　　　　　　　　　　 （災害対策基本法第49条の7）

□「避難所」とは、災害危険により現に自宅が被災し、若しくは被災するおそれのある者で、居住
場所を確保できない者を一時的に受け入れて生活を支援し、かつ、災害後に地域の救護・復旧
活動の拠点となる施設で、市町が指定したものをいう。原則として耐震性を有し、耐火性の高い
公共的な建築物の屋内施設を対象とするが、状況により、屋外に設置された仮設テントなどを指
定する場合もある。　　　　　　　　　　　　　

（大規模地震対策「避難計画策定指針」抜粋

地区 施　設　名 所 在 地 電 話 延床面積 備 考

住吉

❶吉田町立住吉小学校 住吉 2223 32-1476 7,861㎡ 津波除く（※）

❷吉田町中央公民館 住吉 89-1 32-3121 1,850㎡
❸吉田町総合体育館 住吉 180-1 32-5555 5,610㎡ 地震除く
❹吉田町立吉田中学校 住吉 230 32-0200 5,062㎡
❺住吉会館 住吉 1567 32-3447 612㎡ 津波除く（※）

❻吉田町保健センター 住吉 1567 32-7000 606㎡ 津波除く（※）

❼吉田町学習ホール 住吉 1567 32-7366 1,414㎡ 津波除く（※）

❽吉田町立さくら保育園 住吉 1621-1 32-0414 1,207㎡ 津波除く（※）

川尻
❾吉田町立中央小学校 片岡 850-1 32-1300 7,016㎡
10吉田町立すみれ保育園 川尻 791 32-1117 2,890㎡
11川尻会館 川尻 1623 32-0564 1,178㎡ 津波・洪水除く（※）

片岡

12吉田特別支援学校 片岡 2130 32-1241 2,557㎡
13吉田町中央児童館 片岡 805-5 32-3401 580㎡
14吉田町立さゆり保育園 片岡 805-1 32-1650 1,398㎡ 洪水除く（※）

15吉田町立図書館 片岡 404 33-3434 2,955㎡
16片岡会館 片岡 2488-1 32-5620 1,262㎡

北区

17吉田町立自彊小学校 神戸 1748-2 32-0009 5,427㎡
18神戸集落センター 神戸 2693-1 32-5628 493㎡ 洪水除く（※）

19神戸西会館 神戸 3934-1 32-3692 332㎡
20吉田町立わかば保育園 神戸 2092-1 32-0016 1,395㎡
21自彊館 神戸 2167-2 32-9876 1,124㎡
22防災センター（仮称） 神戸地内 ― ― H28予定

（※）：浸水等の状況により使用可とする場合がある。

【福祉避難所】

□「福祉避難所」とは、高齢者、障害者、乳幼児、その他特に配慮を要する者（妊婦、外国人含む）
のために特別の配慮がなされた避難所をいう。

（大規模地震対策「避難計画策定指針」抜粋）

指定・協定 施　設　名 所 在 地 電 話
指定 23吉田町健康福祉センター 片岡 795-1 34-1111
指定 24総合障害者自立支援施設（あつまリーナ） 片岡 1996-1 34-2000
協定 25特別養護老人ホーム片岡杉の子園 片岡 2895 32-0201
協定 26特別養護老人ホーム住吉杉の子園 住吉 3239 34-5088
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5）地域による避難形態（大規模地震対策「避難計画策定指針」抜粋）
（1）警戒宣言発令時の避難（地震発生後の対応は（2）に準じる）

町　域

要避難地区
延焼火災危険予想地域 その他の区域

津波危険予想地域 山・がけ崩れ危険予想地域

（2）突然地震が発生した場合の避難
町　域

要避難地区
その他の区域

津波危険予想地域 山・がけ崩れ危険予想地域 延焼火災危険予想地域

災害によって現に自宅が被災し、若しくは被災するおそれがある者で
居住場所を確保できない者は、避難所で一時的な生活を送る

警戒宣言時の避難先へ速やかに避難する

「避難対象地区」のうち、避難地（避難場所）ま
での距離が遠い等の理由により警戒宣言発令後
では迅速・円滑な避難が困難な地域であって、か
つ、当該地区の要支援者等に限り、東海地震注意
情報発表時に、準備行動として必要に応じて警戒
宣言時の避難先へ避難することができる

家の内外の安全な場所で地震に備える

住家の耐震性に不安がある場合は、付近の
安全な空地などに避難する

避難地
（避難場所）
津波避難施設

避難地
（避難場所）

災害の発生
状況により
避難を行う

火災の発生状況により
集合所（任意の避難先）

広域避難地
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1）駿河トラフ・南海トラフ沿いで発生する地震 ～「レベル1」の地震・津波～
（1）震度区分別面積

区分
震度区分別の面積（単位：㎢） 面積の

合計震度 7 震度 6強 震度 6弱 震度 5強 震度 5弱 震度 4以下
吉田町 0.5 20.2 0.6 0.0 0.0 0.0 21.3

（2）津波高　　　　　　　  （単位：海抜ｍ）

区分 最大 平均

吉田町 5 4

（3）浸水面積

区分
浸水面積（単位：㎢）

１㎝以上 １ｍ以上 2ｍ以上 5ｍ以上 10ｍ以上
吉田町 0.2 0.1 0.0 － －

（4）建物被害≪全壊・焼失棟数≫

区分
全壊・焼失棟数（単位：棟）

揺れ 液状化 人工造成地 津波 山崖崩れ 火災 合計
吉田町 約 1,600 約 30 約 50 － － 約 500 約 2,200

（5）建物被害≪半壊棟数≫

区分
半壊棟数（単位：棟）

揺れ 液状化 人工造成地 津波 山崖崩れ 合計
吉田町 約 2,000 約 100 約 100 － － 約 2,200

（6）人的被害≪死者数≫ （単位：人）

区分

建物倒壊 津　波
山崖
崩れ

火災
ブロック
塀の転倒、
屋外
落下物

合計うち屋内
収容物

移動・転倒、
屋内落下物

うち
自力脱出
困難

うち
津波からの
逃げ遅れ

吉田町 約 40 － － － － － － － 約 40

（7）人的被害≪重傷者数≫ （単位：人）

区分
建物倒壊

津波
山崖
崩れ

火災
ブロック塀
の転倒、
屋外落下物

合計うち屋内収容物
移動・転倒、
屋内落下物

吉田町 約 300 約 10 － － － － 約 300

（8）人的被害≪軽傷者数≫ （単位：人）

区分
建物倒壊

津波
山崖
崩れ

火災
ブロック塀
の転倒、
屋外落下物

合計うち屋内収容物
移動・転倒、
屋内落下物

吉田町 約 500 約 50 － － 約 10 － 約 500
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2）駿河トラフ・南海トラフ沿いで発生する地震 ～「レベル2」の地震・津波～
（1）震度区分別面積

区分
震度区分別の面積（単位：㎢） 面積の

合計震度 7 震度 6強 震度 6弱 震度 5強 震度 5弱 震度4以下
基本ケース 0.5 20.2 0.6 0.0 0.0 0.0 21.3
陸側ケース 0.0 2.3 19.1 0.0 0.0 0.0 21.3
東側ケース 1.5 18.9 0.9 0.0 0.0 0.0 21.3

（2）津波高　　　　　　　  （単位：海抜ｍ）

区分 最大 平均

吉田町 9 7

（3）浸水面積

区分
浸水面積（単位：㎢）

１㎝以上 １ｍ以上 2ｍ以上 5ｍ以上 10ｍ以上

吉田町 6.5 4.8 2.6 0.2 －

（4）建物被害≪吉田町において最大となる全壊・焼失棟数（単位：棟）≫

区分 揺れ 液状化 人工
造成地 津波 山崖崩れ 火災 合計

吉田町 約1,800 約30 約80 約1,200 － 約600 約3,600

（5）建物被害≪吉田町において最大となる半壊棟数（単位：棟）≫

区分 揺れ 液状化 人工
造成地 津波 山崖崩れ 合　計

吉田町 約1,700 約100 約200 約2,700 － 約4,200

（6）人的被害≪吉田町において最大となる死者数（単位：人）≫

区分
建物倒壊

津波
山崖
崩れ

火災
ブロック塀
の転倒、 
屋外落下物

合計うち屋内収容物
移動・転倒、
屋内落下物

吉田町 約60 約10 約4,500 － 約10 － 約4,500

（7）人的被害≪吉田町において最大となる重傷者数（単位：人）≫

区分
建物倒壊

津波
山崖
崩れ

火災
ブロック塀
の転倒、 
屋外落下物

合計うち屋内収容物
移動・転倒、
屋内落下物

吉田町 約400 約20 約200 － － － 約500

（8）人的被害≪吉田町において最大となる軽傷者数（単位：人）≫

区分
建物倒壊

津波
山崖
崩れ

火災
ブロック塀
の転倒、 
屋外落下物

合計うち屋内収容物
移動・転倒、
屋内落下物

吉田町 約600 約80 約400 － 約10 － 約900
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3）ライフラインの被害
（1）上水道　
〈断水率、断水人口〉

区分 給水人口
（人）

断水率（％） 断水人口（人）
直後 1日後 1週間後 1ヶ月後 直後 1日後 1週間後 1ヶ月後

レベル 1 約
29,000

100 97 72 6 約 29,000 約 28,000 約 21,000 約 1,700
レベル 2 100 97 74 22 約 29,000 約 28,000 約 21,000 約 6,400

〈復旧予測〉
レベル 1 95％復旧　4週間程度 レベル 2 95％復旧　6週間程度

（2）下水道　
〈機能支障率、機能支障人口〉

区分 処理人口
（人）

機能支障率（％） 機能支障人口（人）
直後 1日後 1週間後 1ヶ月後 直後 1日後 1週間後 1ヶ月後

レベル 1 約
11,000

90 82 8 0 約 9,900 約 9,000 約 900 －
レベル 2 100 100 88 17 約 11,000 約 11,000 約 9,600 約 1,800

〈復旧予測〉
レベル 1 95％復旧　2週間程度 レベル 2 95％復旧　5週間程度

（3）電 力　
〈停電率、停電軒数〉

区分 需要家数
（軒）

停電率（％） 停電軒数（軒）
直後 1日後 1週間後 1ヶ月後 直後 1日後 1週間後 1ヶ月後

レベル 1 約
16,000

89 80 4 2 約 14,000 約 13,000 約 600 約 300
レベル 2 90 82 15 13 約 14,000 約 13,000 約 2,300 約 2,100

〈復旧予測〉
レベル 1 95％復旧　1週間程度 レベル 2 95％復旧　1週間程度

（4）通 信　
〈固定電話（不通回線率、不通回線数）〉

区分 回線数
（回線）

不通回線率（％） 不通回線数（回線）
直後 1日後 1週間後 1ヶ月後 直後 1日後 1週間後 1ヶ月後

レベル 1
約 5,200

89 80 4 2 約 4,600 約 4,200 約 100 ー
レベル 2 90 82 15 13 約 4,800 約 4,400 約 1,400 約 1,100

〈復旧予測〉
レベル 1 95％復旧　1週間程度 レベル 2 95％復旧　2週間程度

〈携帯電話（停波基地局数、不通ランク）〉

区分
停波基地局率（％） 不通ランク

直後 1日後 4日後 1週間後 直後 1日後 4日後 1週間後
レベル 1 7 82 7 2 ー A ー ー
レベル 2 18 86 30 28 ー A ー ー

※不通ランク「Ａ」：停電による停波基地局率と固定電話不通回線率の少なくとも一方が50％を超える。

〈復旧予測〉
レベル 1 95％復旧　1週間程度 レベル 2 95％復旧　2週間程度
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1）津波避難タワーの整備
　平成23年 3月 11日に発生した東日本大震災による想定
外の津波被害を踏まえ、町では、平成 23年 11月に 1000
年に一度の大津波を想定した「吉田町津波ハザードマップ」
を作成し、平成24年 3月に「吉田町津波避難計画」を策定
しました。
　この計画を受けて、津波避難シミュレーションにより、想
定津波浸水域を20の街区に分け、既存の学校やホテルなど
の現況施設を活用できない 15の街区について、津波避難タ
ワーを建設することにしました。
　平成24年 12月から建設に着手し、平成26年 3月末に
15基全ての津波避難タワーが完成しました。

2）地域防災力の向上
　  ～地域防災指導者養成講座～
　自分の地域は自分で守るという「地域防災力」の向上を
目指し、防災の必要性を認識する中で、日頃の防災対策の
推進及び応急対応など、自らが地域で中心的な役割を果た
す意識を持った地域防災指導者を養成するため、平成2 5
年 9月と10月の4日間で「吉田町地域防災指導者養成講
座」を開催しました。受講修了者は、各地の防災リーダー
として活躍しています。

　  ～ジュニア防災士養成講座～
　防災に関する意識を持ち、災害から自らの身を守ること
を学んだ中で、同年代の生徒たちに防災に関する知識を伝
える役割を担ってもらうとともに、将来は、地域の防災活
動に参加する次世代の地域防災リーダーとなる、若い人材
の育成を図るため、平成26年 10月 26日に「吉田町ジュ
ニア防災士養成講座」を開催しました。吉田中学校1年
生から3年生の 24 名が受講し、町の防災を担うジュニア
防災士が誕生しました。

　15基のうち5 基については、平時は横断歩道橋として
利用できる「全国初の道路上の津波避難タワー」です。
　平成25年 9月の一期工事完成式には太田昭宏国土交通
大臣、平成26年 3月の全基完成式には古屋圭司防災担当
大臣が出席されました。

19 町の取り組み
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5）にぎわいを創出する防災公園と防災啓発施設の整備
　町のにぎわいを創出する
とともに、災害時における
避難場所としてマンホール
トイレ、かまどベンチなど
を備えた防災公園を整備し
ています。
　公園内には防災啓発施設
を整備し、町の防災情報の発
信や、防災講座の開催といっ
た啓発拠点として活用する
ほか、災害時には要配慮者
の避難場所にもなります。

3）防災ラジオ
　  ～希望する全世帯へ無償配布しています～
　災害時の防災情報や緊急を要する行政情報などを
確実にお伝えするために、同報無線を受信できる防
災ラジオを平成2 3 年 11月から各家庭に無償配布
しています。
　このラジオは、吉田町防災行政無線（同報無線）
を受信する簡易型個別受信機で、AM ・F M ラジオ
を聞いていても強制的に同報無線に切り換わります。
　また、コミュニティ放送である「FM島田」の放
送を町内全域で受信できるよう吉田中継局（平成24
年 3月 29日開設）を整備しました。さらに、島田
市及びＦＭ島田と「災害時放送に関する協定」を締
結したことで、町の災害に関する情報を入手するこ
とができます。

4）防災機能を有する保育園の移転整備
　老朽化に伴う建て替えを機に、
想定津波浸水域外に移転させると
同時に、防災機能を盛り込んだ保
育園を整備しました。
　建物内には「救護室」や「母子
専用避難支援センター」、「防災倉
庫」などを整備し、敷地内には「応
急仮設住宅の建設用地」を有する
など、災害時にも活用できる機能
を備えた保育園になっています。

完成イメージ

すみれ保育園

FM島田 76.5MHz
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禁無断転載　Ⓒ2015静岡県

●吉田町役場  防災課  〒421-0395  静岡県榛原郡吉田町住吉87番地  TEL／0548－33－2164  FAX／0548－32－6121
　ホームページアドレス  http://www.town.yoshida.shizuoka.jp　メールアドレス  bousai@town.yoshida.shizuoka.jp

●静岡県地震防災センター  〒420-0042  静岡市葵区駒形通5丁目9番1号  TEL／054－251－7100  FAX／054－251－7300
　ホームページアドレス  http://www.pref.shizuoka.jp/bousai/e-quakes/index.html

問
い
合
せ
先

古紙配合率70％再生紙を使用しています
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